
秋季年曾アブ ストラクト

去る 10.n10， 11雨 8ik調書練度観測所において肉かれた秋参年合のアプストラク

トを，編集係 日がま とめたものであ ります.従って翌t任はすべて網集係にあると とを

おことわり しておきます.座長iま悠 1悶は?吉ttI!，早乙女，~!f' ~付 ， e潟水， iれ2日tiIl'4!日1，. 

鈴/1.之の路氏にお願ν・しました.

第 1 B 

第 1臼の諸般としては，先づ時計にi鋪ナる務研究が

至理表された.切田正貧民(綿度観測所)Iまリーフラ戸

(468)の振備の複雑な鑓fじと，同黛!こ併侵した地震

計，気m計，署長駿討の観測資事ヰとの閥粉を論じた.統

計の結J裂は，地震計 (EトW)の 1cm堕{七が，時計の

0."6の艶化iと笥臨する.lj温度については， 1。につ

き 2'位のものも出るが月によって様相が呉る.飯島

重孝氏く東京天文義)I主東京矢文書震で新設の 4惑の水

晶時計〈アメリカ G.R.枇， Y cut Bar桜Z初予使用

・・ 2 者~， 東工大式 Rl 叩む振動子使用-・・・ H距，

JJY局型式 GTcut鋲動子使用・・・・ 1抵〉 の構成，

その他について報告し， 飯島..・岡崎清市 ・加E・・
三劃定三氏く東京天文員長〉はこの時計の dailyraぬを

1952年 4月から 9月まで 10日平均でその dri伐 を

示した.これを用いた報時には 10msのp'roh.error 

はまぬがれない.仕光之助・ 郡司覧輔氏〈東京天文署長〉

{ま前間褒表の 10000/8恒星時管片時計の ra飽につい

て論じr.:..10→の orderまで保てるという.滋lJ(係

.，ま 1.2X'1O-6，気躍は 10mm.Hg前原俊 1。の艶，

化lこ相徴する.

次L、で東京天文濠の子午線関係の諸鯵披について宣建

築があった.rJe尾定久・深谷力之助筒民はこの程完成

した P.Z. T.試作袋俊の貨験結栄を報告した.原理

は~物と同一であるが，手動式でるる.織の imag唱

は 6-6μ，貨物ではl∞V，600/8で蹴動ずる.中野

三郎氏{ま子午Z寝間111穏健撮影袋慢の測定務皮について

論じた. bi脚低onの精度は土0."04で限協よりもす

ぐれている.1¥1司..E走は'/7イス製オ'ルソテストを使

用し，レプソルドニ子午儀め輸の不畿の測定結裂を泌べ

た.測定.1kg，範闘士10，uである.望号関穂積民{ま

光波干渉貯に止り 60mmパンベルヒ予午備の軸の不;

獲を測定した試験測定の結果を述べた.

つつむて純度観測所の諸民の研究室聖書突があったが，.

主主として祭象吠況の純度観測への影響念論じておられ

る鈷が住民ーされた・

・ー 唱集積漣E走は浮珍天頂儀の pairs加の1:lJl'.tから，位

置をを測定する揚合}こ，測定誤差lま明和、星か暗い墨よ

タも少ぐ，この閥係は大髄直線的な柑闘を示すことを

鐘ぺた.槻測には阜の等級に従って wcight が~めら

れよう.須}IIカ氏(主夫Ti'H災後のi&dJlt分布と袋内阿折に

ついて鈴3毒殺を型災 した.(苦~指定ilJ度〉一〈袋内f!HQ')，

〈雪宮内温度〉ー〈外気iM!~). ~fr，!南北設，外袋 111祁a日帯

. 下車..君事の2室内腿折の義礎盃:の~.嬰化が， 気n.1の一 門

事連怖の年慢{じとほぼ平行している.またこの11'箆{じの

や分週 .のiIi:*s角と Z顎の牛分溜 "のuI.相1(Jとかなり

の樹臨を見るように思われる.かく して祭lλ1M折の修

畿は外界の施折と切りはなして総出することは閣総で

ある.間氏はまたラジオヅyデによる叙桝傾斜と拠i伏

天文屈折について紬じた.等者守度実在併の傾斜{土日木で

は等生節iこより多少の型化はあるが，地上 7-8kmま

i!(ま北上りで，それより上府ではmよりとなり，角度

で3"，，4'{なから減少し.7-8kmでは傾斜が消失して，

16km位でふえる.ヨーロァパの HAI7.er，Wiinsch-

m印 nの求めたものと同型である.この鎖xi傾約から

天文屈折の補正鼠・を計算した.弓滋民(士夫政儀室内i!n'1

度の南北髭につい℃愉じた.床上2m，天]'{.慌をはさ

んで4胞の阪織の南北こ鮎の巡度差をとるとq;..>>il艶化

以外サ年捌とす年捌と刈らわhる・制〉

ー〈緑滋)， (外銀総〉ー〈翁if.i)も大股同級に3紛の周

期をもちこれらはすべて大祭f限度のl時間関化都の艶化

と同じ phaaeを示す. 文南北訟を籾，タにとってみ

ると常に1Wlの時の方出大きい.このζとは制度観測の

測定僚に大なる影11を興えるであろう.池回徹部氏{ま

水海，秋開，官官，石~の 4 駄の筑醗般iJlljから叙腿傾

斜を~J:l:'し， 1923-1928年の水海に於ける純度鵬首tU

結必との籾闘をしらベた，

ー 地zr:近傍の!14常大築設については.r;t:JR~ ' *脇目値明

爾Eモ0k絡部〉の共同研究が褒き受注れた.潟市上の字毎

度分布の逝鞠により矢飽の区制像が主主ずる出，これが

いかなる宇野度分布の時に生ずるかは光の飽絡の割分方

程式の解として求められる.この解{ま一意的ではない

が， ~野~治a担割に減少すると倣定すれば， 一意的な宇野

度分布が得られる.また絢像は甲密度分布の勉鞠を袈余

され二Cいたが，油聞がなくとも胸像が主主じ得ることを

光路の演動的線の治朗:によって示した.

子午線関係では旗本建次Eそく綿皮観測所〉が大須差
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と .Rのð!(ぷ花 と の::.~:f~ぞぬじ，同・切関正賞I~H，((主

1U51 W 12 J'I-lV52 .:( 2月 に わた I) 1!1I ~1 :r.木

村， .l"J"乙.tci4'j;'Mゴ':(I){必U!J:::h/.:)il.n下手?用いてIj，l~~ ?) :P!¥ 

段・~W険対し た，安自宅手緩・原泰男雨天〈刃{五〈天文・0
{土 j二午Z3:;ニよる..誠;町民起の問Ij!~~~ !I~受給:i Li主;;~ .J)

目時天IA皐荻?Jkじく13舗の(:;，O.と比較した. 服部

忠彦氏〈総股:問.l!リ1m(士出回J I~附~1M具合概況11mの 1~)35. 0 

年以降のfCtm;JliJの去最m:の{t{(上り. Pr.;yl;yllokと同肢

の方法によりf，i!&J符・放をJr.!uした.

]lIiz~!lwa 

Iutllb 

CarJoforle 

。ーっE31士 川ゆ87(m. t~，) 

!)， 2184ナ .Oll4 

9， 1548土， 0-.142 

Gaitbcrsburg !I， 187-1土， 0153 

'Gkiah !J， HI3i土， 0077 

:令訟のsl，utiollの weigltl(o(，[10(:1111 t土9，"1!13りであ

る.よれば;従然の前より小さい ものである.

関口遊甫i走(.l![;;':天文栄)!主知j田町海洋f拐のi也l:-R!:f柑

!こ及芯ナ影~S平タ;倫じた i也子:lìíま叩性践として]反桜ぃ大

防の長年方lli'去に拘し・ζ{土問'J!~とよく一致したÍi'i;!l~t.-得
た.宮地政司氏 OII，;(ヌ克明):土真lぷ， Wωhillgton，

RichlflOnd :こ於:ナる時JF，硯'Ugと， Wn.'ll世田ωa及じ、・

13ureau oi Sωndnrds の水品時計訴との比較につい

・ζのべ， 俗11寺町iIil間の RelativeDri[t I土規制J主しい

curvcのよにのるιと合示し"C，これから地球の長l制

法度シ論じた.

右周五夏目1:¥:(東大〉はパーソナル・エラーのilllJ径の

3 rcl Seriω を税務]し，

rm ，i，止f(G) 802側、，2tiG:と .035

11 (H) ï!1巧 JlI~ ， 2G!I二lニ.0・12

\)) t，;'i 泌・・ l~lた， -;. r..二 i 秒lil仰という;!説明:l分以ì~に封し

ては， エ ジ- つ量i[・~分 {Ij))Üi初訪: R し く ~rtすること

そ刀2した.

鈍t:必につい二l土伊澱情こ氏が 1!'53 -11' I~ ;.j::で見える

li，O ('$;/11以上「ノ以};'~.pJ!のJ~t報事:!i~決した. 鈴木徴俗氏

〈見m~母芸大)í主jiif芝乃~i~;f-" Jt去につ:. ¥"1ζt Il1Il叫 αnnrie 

の従来の方法では:n!殺と設約と治:#-，r剣係なので，昼食

の際{" ・としてくルイ)~十(yーの2 一戸zりから出設して

dl1= f(xーのさ'+(ν一帯)'Ii'JJ1'{(却ーの2

+(ν『 甲)~j 日 告

会得た. .:1T (土O品。でふり，イ也の.fi'cl土務報縫'sf-に用

いた引で，:t~JJJにおが算出できるよ と 令示した.

紳悶茂氏印有Wi大)Iま1952年 8月の派主の同時間

測の結3444ト報じ，十数例の流星のf:~~全容?決定し:た.神

田茂・ 大石英夫雨Eそ{主公害'6:忽約四ili-iillのIj、;必1iH:"J410 

4司1のダト交懸賞特切況の淡た1'Fり，悶il見mのものについて

も1;:;)慌の設を作製し小波昼間定の炎とした.

小!.'&J]"刀法j@iこI~ し -，:I土膏木信仰iそ く東ブIC)I土パト

ロクロス〈口17)の迎正ゅの任意常盤タ正li{，iに決定し，

BrowlI乃翠H識とのj七枝先行っと.主討を白秀氏〈東京天

文;必) I土特異小Iø:，担の安5èi金口組して，三ド長il鈎の不~

性についての PoissonのjE;_!ltlまOrlticlllArgumeut 

のf，'勤している特gレj、惑皐では成立たないが，中長軸

の inequuJi色y にはやはり secularI泡rmの現われな

いことな授明した.

-180ー



最後に成相秀一氏〈湾f北大〉は Miloe，Wbitrow 

の運動星野晴併E街論の誕淡から創設し.!AるTime四

ScIlJeの符在とそれに附随する L切開rEuuivaJcnc忌

の充す速度距離踊係者「明らかにした.T-Scale Iこ於け

る一区問題の連動方税式から特鮮として spiralortit 

solutionが得られ，これなもとにして spiralglllaxi刊

の問忍を考指した.

第 2 B 

第28(ま最初に星島村語太郎氏〈東京慰霊芸大〉か移行制j

大尽のジ品 二 ア・コース ・.~了えた銀生約 5∞人につい

て天文の識際的激怒の穆度を調査した報告があった後

t!l、たい天也物理関係の蹄演が行われた.

1M!康彊民〈費電象研究所)(ま天2さの紫外側胞の分布

について， ー吠及び二次の倣俄女スれて太陽からのm'
般の函数として理論式から強度の鋲似計算を行い，賢

~Jと比較した結果について述べた.貨測{主長短悶波長

について行ったが，長波長の方は計算とよ〈合うが，

短波長の方{ま比般的合わない務分ができてくるが，こ

れは太陽が低〈なったときは三次，四次の鍛織が効い

てくるためずごろう.とのことである.

策鞍コロナ観測所で飼いているフ γ プ光度計の犠桝

1三ついて野附餓失，清水一郎雨民〈東京天文事長〉が紹

介した.これは directvisionのプリズムで太陽の明

るさの 10-6を邸位として測っているのであり.人工

のt袋線~作りその明るさを撲で加減して底篠のコロナ

の絡線と比較して測定するようになっている.

須JfIカ氏〈蹄度観測所)(ま 1951重f・の上牛期に命年

にも亙って絞越し出現したm劫群と7k滞における叙i混

との比較をした結採につ、、・ζ漣ぺた， 25 Rの平均を

とると気Ij(ま烈鮎鍛極大の直後に下ってL、るし，銀座

iま叙i.&aの下るときに上っている.この傾向はその前後

のや年については見られないことからして~U!M~の影

畿ではなし、かということでらる.策協の方{ま尚}{f殿測

によると池上6∞ m <らいまで地上と同じ周期性が

惚められるがそれ以上ははっきりしていない.

封草野和三郎氏〈耳切〈矢文獄)，まリオー裂のf{t色フィ

ルターで Hcxと.163閃， 6374を透過するものを試作

した給来について述べた.これで gα によってプロミ

ネンスを観ることができたとのことである.また鈴木

量殺，膏木賢司氏〈東京天文豪)(主東京天文滋・の2m'

の反射鏡で受けた 3000メガサイクル粉の太陽電波観

測のとき額納型電磁ホー yによってアンテテの利得合

比較法!とよって正確に求める方法，また天頂の滋皮を

正し〈求めることによって fluxの総費僚を 10%の誤

態以内lこ測定することがで与ることなどについて鵠べ

九日艶化の絹針.速は 2、3%の誤差で顕現阿飽であ

り， 1962年 8月から観測や餌frし"(レるとのこ と'(2

ある.

太陽電波と然動， コロナの相聞について河鰭公昭J1:
〈京大JIlり は 1952~下 1 月から 7 月までのデータ争解

析した結果， コロ 7・tk線の強L、ところ に 2∞1¥fcの

ooi鰐 胸rm治:Jとれ的よ 〈封';<<!iしていること"これは

あ∞ガウベ以上の力iJ~のUI -口 、ると~'(< t:>るこ とP

述べた.

大i.i膏規氏〈京五〈沢文盗)，ま， コロナグラフで捌測

される級色の創線と'i}f.色のjjJt綿との強度や知れば泌j立

と ~;m:とがわかると L 、う原溜!におづい て， ::<料f2月

初日の日食における コロナのi印後自民の形を説明し

ようと献みたが白色コロナの形は赤色のtli械の強1>>:1こ

はあまり欽闘しないらしいとのことである.

古畑蕊秋，北村正利，中村強の31:(:(:!l!J;(天文凝〉

I主 26 イ yチ赤道慌にマルチプヨ イヤー光也î'~ と 色 7

ィルター〈荷~雌長{ま 3950， 4660， 6650の3者fi)や

つけて行なっている慰光・島の観測についてごつの結決

&殺告した.すなわ宇3食辿庄 R:6Tauと会辿品

44恥 oとについてである. RZ Tauについては従来

Struve 絡が考えていたml 極小と第2~小とは泌で

あることがわかり，堕光曲線に)J~の桁問形のMllE噌'm

カ波光の補正念施iし℃軌道::>l{泌がr.r.山された， 44B∞ 
{ま非常に不規則な艶光l込であって軌道主忠誠の締出{ま不

可能とヨ与えられて1、たのであるが，今1l!1の"1筏な観測

にもとづいて艦大の時期のずれる似悶を反射効栄など

によって総則したり，特殊の共i品大奴のお在長考慮に

入れたりして桜維な鱒光を少しずつ解明しようと工、う

方法{ま注fIψひいた.

宮本正太郎氏〈ぷ大型J!)，まプレオーネJi!のスペクト

ルの嬰化?幻燈によって総明し， TiとlIfnとの臓必

の-'i序が迦になっている司rfi手向予期する子段につき般

的した.

隣国璽繍1:¥:(東大沼IJI)(まザ ツタパ文様'(<10/50 ~- 10 

月から 12月まで xOygの制大光僚かはさんでスベ

グトルの~(じを悶illリ した紡:J.I.~の 1 11 nl1報告書f行なった.

分散度{主 76A/mm，スボクト川被{ま 38∞-()2∞A'(< 

あって，悶慌に供されf・マイクロ 7オトメーター官己的

影見ても li:e の抑制効:品弘、ことや，Ti O (，~の分子ス

ベクトルの桜7・が~終に感ぜられた.

一御2・-l¥:(東北大京101ま，セフ yイド.間光・8.の阪

牧線の仰移にもとづく舷!定~IJ似をm~ 、ないで，沼;願ス

ペクトルの殿測と窃lHQだけから光球Tこおける物理J!公害'
決定する方法とそれを賀行した紡却とについて述べ

た.すなわちパルマー系列端の飛蹄と色il.;r~と師度11，1

度，このさつの間測的牧淑責切れ、ずれも電子i&;ll変と官
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守:.~事;度とのi対政で<bるから ， これを組合せれば星の今

控〈相濁似〉が得られる.この結決と綿の焔移によっ

て得られる小使との〈レモ，がし、11..光球併と線の凶る

勝之の相迩などによって説明せねばならなレ，とL、う

のである.又， Beckerによる色樹皮と電子iA1皮との

槻係については制加すそ援することが注意された.

鏑木政般民〈波大迎01まE求蹴皐闘の距離を決定する

新刀、法として，HR閥会ffl¥、て銘2務分布製に巡合せ

しめる方法宏惣祭し.:M:3. Ml3"， M1o， M68の4球

欲島闘にこの方法を沼周した結:W:.従来の距離よりは

少し短縮されることな示した.

最後に7.f':~正太郎氏{ま Harvard にf{í怨中の松81111

民 (W.O. }l.oberl8 との共同研究〉の論文を代潤し

た・。lirnaKのコ回ナグラフで然動型プロミネ γ スの

符S誌を 30，oおぎにとって， コプの滋i助をしらべた結

来〈全部で670コマ〉である.このプロミネ y スには

加速度の不遜蕗1が全然みとめられなかったどL、う.

午後のシンポジウムにおいて小尾{盲婿~(耳!JA天文

滋)!土原子スペクトルに闘する最近の艶論と題して，

R叫 ah，Jahn等のリー1洋論の胞1tJ1こつL、て解設し.

稲場女男氏〈東北大滋)1土太陽の吸牧棋の成長曲線に

ついて問刷と割論の雨前から詳細な綜合報告-tレ行い，

最後に拍々のそデル大気による成長曲線の比較につ、、

て間前した.宮本正太郎氏〈ぷ大迎〉は特具長および

太陽の彩鮮のスベクトルから出現して，あらゆるスベ

クトル裂含通じて修，)crとかコロナとかよばれる特殊な

外材の:{1在する必然的迎山1こっき探究する方法につき

線討した.シンポジウムが金泌総ったのは午後6r時で

あった.
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